
       

これまで行われてきた住宅投資額の累積と、住宅資産額を比較すると、米国では、投資額に見合う資産額が
蓄積しているのに対し、日本では、投資額の累積を約500兆円下回る資産額しか積み上がっていない。 

課題認識 
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（兆円） 

住宅資産額 

住宅投資額累計 
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（兆ドル） 

住宅資産額 

住宅投資額累計 

日本 アメリカ 

（資料）住宅資産額：「Financial Accounts of the United States」（米連邦準備理事会） 
            住宅投資額累計：「National Income and Product Accounts Tables」（米国商務省経済分析局） 
        ※野村資本市場研究所の「我が国の本格的なリバース・モーゲージの普及に向けて」を参考に作成 

（資料）国民経済計算（内閣府） 
        ※野村資本市場研究所の「我が国の本格的なリバース・モーゲージの普及に向けて」を参考に作成 

    ※住宅資産額の2000年以前のデータは、平成17年基準をもとに推計 

    ※1969年以前は統計がないため、1969年以降の累積。 

（実質値） （実質値） 

2011年
862.1兆円 

2011年
343.8兆円 

2007年
14.4兆ドル 

2010年
14.0兆ドル 

2010年
13.7兆ドル 

2007年
12.6兆ドル 

資産額が投資額を上回る理由 

資産評価：減耗のある再調達原価
で設定 
・我が国住宅の実態を反映し、築年数
の経過で急速に減耗する計算 

・価値の減耗、統計の未整備等により、
リフォーム投資も住宅投資・資産額に織
り込まれ難い。 

国民経済計
算上のデー
タがあるとこ
ろから開始 

投資がストックとして、少ない減耗で
積み上がっているため、好景気など
により再調達原価が上昇すると、資
産額が投資額を上回る。 

資産評価：減耗のある再調達原価で設定 

・市場の実勢を反映し、法人税法上の償却
（27.5年で償却）よりも、遙かに低い減耗率
を使用 

・大規模なリフォーム投資も住宅投資・資産
額に反映 

資産額が投資額を大きく下回る理由 

投資額累計に
対し、資産額が
500兆円程度
下回る。 

１．ラウンドテーブル開催の背景・問題意識 

中古住宅・リフォーム市場の現状と課題 

2 


